
�

１
９
０
３
（
明
治　

）
６
月
８
日
、
知
里

３６

　
 
高  
吉 
、
ナ
ミ
の
長
女
と
し
て
登
別
に
生

た
か 
き
ち

　

ま
れ
る
。
生
後
ま
も
な
く
両
親
の
意
思

　

で
受
洗
す
る
。

１
９
０
７
（
明
治　

）
弟 
高  
央 
生
ま
れ
る
。

た
か 
な
か

４０

１
９
０
９
（
明
治　

）
弟 
真  
志  
保 
生
ま
れ

ま 

し 

お

４２

　

る
。
こ
の
秋
、
旭
川 
近  
文 
の
日
本
聖
公

ち
か 
ぶ
み

　

会
で
布
教
活
動
を
す
る
伯
母 
金  
成 
マ
ツ

か
ん 
な
り

　

に
預
け
ら
れ
る
。
祖
母
モ
ナ
シ
ノ
ウ
ク

　

と
の
３
人
暮
ら
し
。

１
９
１
０
（
明
治　

）
川
上
第
三
尋
常
小

４３

　

学
校
に
入
学
。
９
月
、
近
文
に
川
上
第

　

五
尋
常
小
学
校
（
の
ち
豊
栄
尋
常
小
学

　

校
と
改
称
さ
れ
る
）
が
開
校
、
移
籍
す

　

る
。　

月
、
「
近
文
休
養
館
」
（
近
文

11

　

日
曜
学
校
）
開
館
式
行
わ
れ
る
。
マ
ツ

　

は
ア
イ
ヌ
の
女
性
に
裁
縫
、
読
書
な
ど

　

を
教
え
、
日
曜
学
校
も
開
く
。

１
９
１
６
（
大
正
５
）
尋
常
小
学
校
を
卒

　

業
。
川
上
第
三
尋
常
高
等
小
学
校
に
入

　

学
。

 
１
９
１
７
（
大
正
６
）
旭
川
区
立
女
子

　

職
業
学
校
に　

人
中
４
番
で
合
格
。

110

１
９
１
８
（
大
正
７
）
夏
、
ア
イ
ヌ
語
学

　

ア
イ
ヌ
文
学
研
究
の
金
田
一
京
助
が
ジ

　

ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー
の
紹
介
で
マ
ツ
、
モ

　

ナ
シ
ノ
ウ
ク
を
訪
ね
る
。
初
め
て
会
っ

　

た
金
田
一
は
幸
恵
の
語
学
の
才
を
見
抜

　

く
。

１
９
２
０
（
大
正
９
）
女
子
職
業
学
校
を

　

卒
業
。
気
管
支
カ
タ
ル
を
病
む
。
金
田

　

一
は
、
病
気
の
幸
恵
に
ノ
ー
ト
を
送
り

　

ユ
ー
カ
ラ
な
ど
の
ロ
ー
マ
字
筆
記
を
す

　

す
め
る
。
９
月
豊
栄
尋
常
小
学
校
（
旧

　

川
上
第
五
尋
常
小
学
校
）
開
校　

周
年

10

　

記
念
式
典
で
祝
辞
を
読
む
。　

月
ご
ろ
、

11

　

独
自
の
表
記
法
で
ユ
ー
カ
ラ
な
ど
の
筆

　

記
を
始
め
る
。
年
末
、
初
め
て
書
い
た

　

神
謡
稿
を
金
田
一
に
送
る
。

１
９
２
１
（
大
正　

）
４
月
『
ア
イ
ヌ
伝

１０

　

説
集
』
ノ
ー
ト
を
金
田
一
に
送
る
。
９

　

月
『
ア
イ
ヌ
伝
説
集
』 
其 
二
、
三
の
ノ

そ
の

　

ー
ト
を
金
田
一
に
送
る
。
弟
の
真
志
保

　

が
加
わ
り
マ
ツ
、
モ
ナ
シ
ノ
ウ
ク
、
幸

　

恵
、
真
志
保
の
４
人
暮
ら
し
と
な
る
。

１
９
２
２
（
大
正　

）
神
謡
の
草
稿
を

１１

　

『
ノ
ー
ト
』
に
書
く
。
５
月
、
上
京
し

　

金
田
一
宅
に 
寄  
寓 
。
８
月
、
心
臓
病
を

き 

ぐ
う

　

発
病
。
上
京
後
に
つ
け
て
い
た
日
記
は

　

７
月
末
で
終
わ
る
。
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集

　

の
校
正
を
終
え
る
。
９
月　

日
、
心
臓

18

 
 
麻  
痺 
で
急
逝
。

ま 

ひ

１
９
２
３
（
大
正　

）
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集

１２

　

が
刊
行
さ
れ
る
（
東
京
・
郷
土
研
究
社

１
９
６
１
（
昭
和　

）
金
成
マ
ツ
、
弟
真

３６

　

志
保
死
去
。

１
９
７
０
（
昭
和　

）
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集

４５

　

補
訂
版
が
刊
行
さ
れ
る
（
札
幌
・
弘
南

　

堂
書
店
）
。

１
９
７
１
（
昭
和　

）
金
田
一
京
助
死
去

４６

１
９
７
３
（
昭
和　

）
幸
恵
の
評
伝
・
藤

４８

　

本
英
夫
著
『
銀
の
し
ず
く
降
る
降
る
』

　

が
刊
行
さ
れ
る
（
東
京
・
新
潮
社
）
。

１
９
７
８
（
昭
和　

）
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集

５３

　

の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
訳
が
刊
行
さ
れ
る
。

　

岩
波
文
庫
に
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
が
収

　

録
さ
れ
る
。

知知知知知知知知知知知知知知知知
里里里里里里里里里里里里里里里里
幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸
恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
年年年年年年年年年年年年年年年年
譜譜譜譜譜譜譜譜譜譜譜譜譜譜譜譜

 
知  
里  
幸  
恵 
年
譜

ち 

り 

ゆ
き 

え

・

』』）。』』

※
「
大
自
然
に
抱
擁
さ
れ
て
…
〜
知
里
幸

　

恵
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の
世
界
へ
〜
」

　

（
財
団
法
人
北
海
道
文
学
館
編
）
よ
り

　

転
記
（
一
部
省
略
）
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▲幸恵の墓・マツの碑

【
主
要
文
の
引
用
と
資
料
貸
与
協
力
】 

　

北
海
道
文
学
館
、
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会

（財）登
別
支
部
、
知
里
真
志
保
を
語
る
会
、
知

里
森
舎
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▲

晩
年
の
金
成
マ
ツ
。
幸
恵
の

　

意
志
を
継
い
で
膨
大
な
量

　

の
ユ
ー
カ
ラ
を
ロ
ー
マ
字

　

の
表
記
で
書
き
残
す
。
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